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熊本大学工学部 附属ものづくり創造融合工学教育センタ一 平成21年度 年次報告書

数理ファイナンス/金融工学は何をやっているのか

東京工業大学理財工学研究センター ・イノベーションマネジメン卜研究科教授 二宮祥一

数理工学科 3、4年次対象 担当教員:桑江一洋

この特別講演は平成22年 1月 29日(木)に「数理ファイナンス/金融工学は何をやっているのか」と

題して、熊本大学工学部数理工学科の 3、4年次生対象に行なわれた。受講者は学部生約 10名であった。

二宮祥一教授の専門は数理ファイナンスの中でも金融派生商品の価格の計算アノレゴ、リズムの理論の構築と

その応用であるが、講演では数理ファイナンス/金融工学の現状とその問題点およひ、今後の展望について実

践的な観点から述べられ学生にと って解りやすいものであった。その論点のいくつかをここで挙げると

(1)(金融危機における日本のメディアと外国のメディアでの扱しす.日本のメディアの報道による扱いがデタラ

メに近いだけではなく、外国によるそれと比較して重要なことがなにも報道されていないことが述べられた。

金融危機による恐慌をふせぐために米政権がとった手法も金融工学的なものであることがなにも報道されて

いないことに言及されたのがひときわ印象的であった。

(2)(クウォンツについて):金融工学の専門職であるクウォンツ(Quants)とアクチュアリー(保険数理人)の ち

がいとアクチュアリーの業務に金融工学的なものがますます求められている現状ならびに、クウォンツの社

会的供給が欧米特にフランスにおいて顕著であり、日本が非常に立ち後れている現状であることが述べられ

た。ク ウォンツの業務として金融商品設計や開発だけでなく専門誌(Risk)を熟読して上司に報告を求められ

る場合もあることが報告され、大学院|等士課程以上の高度な数学的力量に加えて IT技術力並びに経済セン

スが必要であることが指摘された。

(3)(メガパンクにおける投資部門):メガパンクにおける業務に 3ランクあ り一番上位は企業買収や企業投資

に関わるものであり、金融取引部門は下位の部門に属することが指摘された。今後、取引部門が成長してい

くことが指摘された。

であった。非常に勉強になる講演であり、聴講された方は金融工学についてメディアによる偏った報道でな

く正しい認識をもっていただけたのではなし、かと思われる。学生の側からも活発な質問があり、業界の裏話

も込めて丁寧な答えがなされ、学生の勉学の指針になったのではなし、かと思われる。工学部数理工学科学生

だけでなく 、熊本大学の全職員対象の講演にしたいくらいの内容であった。
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